
74回生 自宅学習プリント 74－02－17 

    2020.5.23. 配付 

アジアの自然 

 地図帳を参考にして、プリントを完成させまし

ょう。 

１ 山脈 

 Ａ 大シンアンリン山脈   →古期造山帯 

 Ｂ アルタイ山脈        

  ア ベルーハ山     4506ｍ  

 Ｃ テンシャン山脈       

  イ ポベディ山     7439ｍ  

※アルタイ山脈とテンシャン山脈は、古期造山帯

で、長い間の侵食作用で低くなだらかな山容に

なったものが、その後、ふたたび造山運動の影

響を受け、現在の高さになりました。 

 Ｄ クンルン山脈        

  ※クンルン山脈は、教科書・参考書によって、「アルタイ山脈やテンシャン山脈と同じ造山運

動の影響を受けた古期造山帯」として、「ヒマラヤ山脈、チベット山脈と同じ新期造山帯」

として説明されています。どちらなのでしょうか。古期造山帯の説明が多いと思います。

「チベット高原とタリム盆地の境界にある最高峰 6973ｍの山脈」と覚えておきましょう。 

 Ｅ カラコルム山脈     …新期造山帯 

 Ｆ ヒマラヤ山脈      …新期造山帯 

 ウ エヴェレスト山   8848ｍ チョモランマ(中国名) サガルマータ(ネパール名) 

２ 高原 

 Ｋ モンゴル高原   …古期造山帯  

 Ｌ パミール高原   …新期造山帯 「世界の屋根」と呼ばれています。  

 Ｍ チベット高原   …新期造山帯  

 Ｎ デカン高原    …安定陸塊  

３ 砂漠 

 Ｐ ゴビ砂漠      Ｑ タクラマカン砂漠 （タリム盆地） Ｒ 大インド砂漠     

４ 河川 

 ａ アムール川(黒竜江)…中国とロシアの国境 ｂ 黄河      ｃ 長江       

 ｄ メコン川    ｅ インダス川    

５ 海溝 ※海溝の位置を覚えましょう。 

 Ｘ 南西諸島    海溝  Ｙ フィリピン   海溝  Ｚ スンダ（ジャワ）海溝 


